
公益財団法人静岡県結核予防会は結核予防会静岡県支部とし、１９４０年発足以来結核を中心とする疾病の
予防思想の普及事業の啓発に努めてきました。１９５４年に法人認可が下り、「結核を中心とする疾病の予防のた
めの健康診断事業」が本格的に始まり、結核・肺がんのX線、喀痰検査を軸に結核患者の接触者検診、住
民検診、学校検診、事業所検診、施設検診を実施し、静岡県民の皆様の健康向上にお役に立てるよう事業に
取り組んでまいりました。本予防会の事業は市町村自治体職員の皆様、各事業所、団体の保健担当者の皆様
方のご協力と実地医家先生方のお力添え無くしては日々の業務も立ち行きません。皆様方の日頃のご理解とご協
力にはこの場をお借りして厚く御礼申し上げます。
医師会、保健所、行政機関をはじめ地域の皆様の積年の努力によりわが国の結核罹患率は低下を続け、

２０２１年には全国、静岡県、静岡市ともにWHOの定める低蔓延国の基準を達成したところでしたが、２０２２年以降は本県並びに
静岡市も足踏み状態であります。静岡市では２０２４年の登録患者数５６人から２０２５年は８８人に増加した結果、罹患率は１３.２と上昇
しました .これは３月に実施した令和７年度静岡市保健所コホート検討会の報告ですが、静岡県、全国のサーベイランス事業報告（速報）
においても同様の傾向が報告されています。静岡市では２０２５年に発見された市内での集団感染事件の影響が最も大きいと思料されま
すが、本件のみで結核患者増加の理由は説明できません。静岡県と静岡市は共にこれまで全国平均を下回ることはありませんでしたが、
それでも岩手、山形県等からみて約２倍の患者登録があります。また最大と最小登録数の府県には約３倍以上の開きがあります。稠密
な人口、人の移動、産業構造等の要因もあると思われますが、早くから先進国並みの低蔓延状態を達成している地域では保健担当者、
健診体制と医療体制のネットワークが上手く働いているように思われます。
２０２５年度の静岡市保健所主催の結核コホート検討会においても７０歳代以上の高齢者層と２０歳代の青年層に患者登録が集積して
患者年齢層が二極分化している状況が報告されました。
高齢者層は青年期に結核感染の既往がある方が高齢になって抵抗力減弱、低栄養状態等の要因で発病に至ったと思料されますが、
青年層はその殆どが外国出生者であることが特徴であり、これは全国に共通してみられる現象であることは令和７年度結核予防全国大
会においても報告されています。また高齢者の場合、約７０%は通院中に判明しており、健診での発見例は少数であることも全国共通
の現象です。我が国では全国民保険診療が１９６０年代から普及しており、自覚症状の有無に係らず胸部 X線撮影を実施することが多
いためと思料されますが、疾病があっても通院履歴の無い方や施設通所をされている方等は、胸部 X線撮影の機会に恵まれず病状が
進行していたという事例があるという報告も同コホート検討会では指摘されています。
静岡市の２０２５年１０月の集団感染は入国間もない２０歳代青年が感染源でしたが、１２年ほど前２０１４年に発生した集団感染は市内
大規模施設内でみられたということでした。このように狭い空間で共同生活をしているところでは、一度大量排菌者が発生すると周辺の
人々の健康に甚大な健康被害をもたらすことから対象者は必ず年１回健診を受けて頂き、管理者は健診機関、学校医や産業医、保健
所との連携を密にとって頂きたく存じます。
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巻頭言

結核予防会では、結核を中心とした胸の病気をなくし
て、健康で明るい社会をつくるための「複十字シール運動」
を実施し、募金活動を行うとともに病気への理解を広め、
予防の大切さを伝えています。
「複十字シール募金」の活動は、結核予防会並びに各
都道府県の結核予防会支部を窓口として行われています。

お預かりした募金は、結核や
肺がん・COPD（慢性閉塞性肺
疾患）などの胸の病気の普及啓
発、全国の結核予防団体の事業
支援、開発途上国の結核対策支
援、結核等の調査研究の活動に
大切に活用させていただいていま
す。
  令和７年度も、皆様のあたた

かい善意にささえられ大きな実績
を得ることができました。心から
感謝申し上げますとともに、今後
も変わりないご協力をお願いいた
します。

総務課　大澤

題字：田中　隆（元当会職員）　富士山写真提供 : 静岡県観光協会

令和７年６月３０日に胃部検診車の納車日を無事迎えることが出来ました。この日を迎える
にあたり関係各所の皆様にはご支援、ご協力を賜り心より感謝いたします。
今回更新した検診車は、地域の皆さまがより身近に、より安心して胃がん検診を受けられ

るよう設計された移動型の医療設備です。最新のデジタルX 線装置を搭載しており、高精細
な画像により早期の異常も見逃さない精度の高い検査が可能で病院と同等の検査品質をそ
のまま地域へ届けます。さらに、車内は清潔で明るい快適な検査環境が整えられ、スムーズ
に検査を受けられるようレイアウトにも細やかな配慮が施されています。
また、地域に寄り添う移動型サービスとして、職場や地域の会場へ直接訪問できるため、

忙しい方や高齢の方でも無理なく受診できます。検査後の画像確認や診断はデジタル化によ
り迅速に提供され、受診者の負担を最小限に抑えます。
胃部検診車は、地域の健康づくりを支える頼もしい存在として、誰もが安心して検診を受

けられる環境を実現します。



＊＊がんは早期発見で守れる病気です。忙しいあなたこそ、検診を。＊＊

○胃がん、肺がん、大腸がん、乳がんは40歳～69歳、子宮がんは(子宮頸がん）は20歳～69歳
○健診等（健康診断、健康診査及び人間ドック）の中で受診したものも含む。
○平成28年調査は、熊本県を除いたデータである。

出典：2022 年国民生活基礎調査

令和７年９月１８日、富士宮支部の研修で清瀬市を訪れた。清瀬と言えば結核と闘った地である。結核という病気に対する
差別と偏見のあった約１００年前、結核病院の開設、多くの人々が療養した歴史があり現在は感染症に於ては重要な情報発信
の都市である。
最初に郷土博物館を見学した。特別展では、若き日に結核と向き合う日々を清瀬で過したふたりの作家、小説家の吉行淳之介、
俳人の古賀まり子の「生誕１００年記念」の文学展示がされていた。昭和２０年代後半の清瀬の記録である。文学者からみた
結核については興味深く貴重な展示だと思った。他の展示の中に俳人、石田波郷の色紙や随筆集を見つけた。師系を同じくす
る私は感激、刻を忘れて見入っていた。忘れられない一句。

次の見学は結核予防会の複十字病院と結核研究所。院長先生の紹介で病院の始まり、現在に至るまでの経過、主な認定機
能、年度別の入院患者数、外国人の症例を説明していただいた。院長先生の案内で病棟へ。病室の入口の扉は今も二重扉、
看護師さんの付けているマスクは空気のもれない密なる素材、完全防備での作業の苦労話も聞く、大変な仕事だと思う。
結核研究所では肺結核、肺疾患のレントゲン写真を見る。目をそむけたくなる程でおそろしい。研究所では基礎的な研究、
全国からの検診調査、国際研究、結核対策としての国連でのメッセージ等々、国内、海外の医師、看護師、放射線技師の
研修の実施、育成に力をそそいでいる。特に世界的に拡大したコロナの新しいウイルスへの対応、世界的な結核患者の増加等
多くの課題があり、この研究所が日本の感染症に対応している話に納得した。
清瀬を訪ねて思うことはこの地で命を落とした人々が多くいた事は忘れてはならない。特に若い世代が多い事に胸が痛む。
清瀬の地は緑豊かな空気もきれいな土地、「大気、安静、栄養」のみの療法だった清瀬、今は病院の数では結核の専門だけ
でも三ヵ所、看護大学、看護学校等「医療と福祉のまち」を目ざしている清瀬市に心より感謝、応援をしたいと思う。
結核が不治の病から「薬を飲めば治る」時代になっても一日に２８人が発生、４人が命を落としている日本の今の結核の現状、
過去の病気ではないと正しい知識を身につけ結核の予防、普及には国、県、市の支援が必要になる。これから医療に従事す
る世代には結核と闘い情報を発信している清瀬を訪ね結核の事を学んでほしいと願っている。

【 胃 が ん 】 Ⅰ期：８２.０％ Ⅱ期：６０.２％ Ⅲ期：３７.４％ Ⅳ期：５.８％

【 肺 が ん 】 Ⅰ期：６０～８０％ Ⅱ期：４０～５５％ Ⅲ期：１５～３０％ Ⅳ期：５％前後

【大腸がん】 Ⅰ期：８３.１％ Ⅱ期：７５.６％ Ⅲ期：６８.７％ Ⅳ期：１７.０％

【子宮頸がん】 Ⅰ期：９０％以上 Ⅱ期：７０～８０％ Ⅲ期：４０～６０％ Ⅳ期：１５％前後

【 乳 が ん 】 Ⅰ期：９９％ Ⅱ期：９５％前後 Ⅲ期：８０％前後 Ⅳ期：４０％前後

【①がん検診
　  の受診率】
男性：４～５割
女性：３～４割
生涯でがんになる
　確率：約５０％

☞受けない理由の
   １位は「時間がない」

☞でも、検査は
   １０～２０分程度で
   終わるものがほとんど。

【② 早期発見の重要性】
がんの 5 年相対生存率（ステージ別）

【③ 住民検診で受けられるがん検診】
各種がん検診の費用は無料～数千円。短時間で受けられます。「症状がなくても、
検診があなたを守ります。」今年こそ、検診へ。

【④ 生活習慣と予防】
「今日からできる、がん予防の５つの習慣」

【① 禁煙】  喫煙・受動喫煙は多くのがんリスクを上げます。
【② 節度ある飲酒】 １日の目安：アルコール２３g　（ビール大瓶１本、日本酒１合など）
【③ 食生活の見直し】 塩分：男性８g 未満／女性７g 未満
　   野菜・果物を積極的に
       熱すぎる飲食物は避ける
【④ 適度な運動】  散歩・早歩きなどを１日６０分
【⑤ 適正体重の維持】 中高年男性：BMI２１～２７ 中高年女性：BMI２１～２５

「未来の自分のために、今日できること。」
　　　　　　　　　　　　　　　がん検診は、あなたの命を守る大切な習慣です。

検診課　鈴木
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　   野菜・果物を積極的に
       熱すぎる飲食物は避ける
【④ 適度な運動】  散歩・早歩きなどを１日６０分
【⑤ 適正体重の維持】 中高年男性：BMI２１～２７ 中高年女性：BMI２１～２５

「未来の自分のために、今日できること。」
　　　　　　　　　　　　　　　がん検診は、あなたの命を守る大切な習慣です。

検診課　鈴木
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公益財団法人静岡県結核予防会は結核予防会静岡県支部とし、１９４０年発足以来結核を中心とする疾病の
予防思想の普及事業の啓発に努めてきました。１９５４年に法人認可が下り、「結核を中心とする疾病の予防のた
めの健康診断事業」が本格的に始まり、結核・肺がんのX線、喀痰検査を軸に結核患者の接触者検診、住
民検診、学校検診、事業所検診、施設検診を実施し、静岡県民の皆様の健康向上にお役に立てるよう事業に
取り組んでまいりました。本予防会の事業は市町村自治体職員の皆様、各事業所、団体の保健担当者の皆様
方のご協力と実地医家先生方のお力添え無くしては日々の業務も立ち行きません。皆様方の日頃のご理解とご協
力にはこの場をお借りして厚く御礼申し上げます。
医師会、保健所、行政機関をはじめ地域の皆様の積年の努力によりわが国の結核罹患率は低下を続け、

２０２１年には全国、静岡県、静岡市ともにWHOの定める低蔓延国の基準を達成したところでしたが、２０２２年以降は本県並びに
静岡市も足踏み状態であります。静岡市では２０２４年の登録患者数５６人から２０２５年は８８人に増加した結果、罹患率は１３.２と上昇
しました .これは３月に実施した令和７年度静岡市保健所コホート検討会の報告ですが、静岡県、全国のサーベイランス事業報告（速報）
においても同様の傾向が報告されています。静岡市では２０２５年に発見された市内での集団感染事件の影響が最も大きいと思料されま
すが、本件のみで結核患者増加の理由は説明できません。静岡県と静岡市は共にこれまで全国平均を下回ることはありませんでしたが、
それでも岩手、山形県等からみて約２倍の患者登録があります。また最大と最小登録数の府県には約３倍以上の開きがあります。稠密
な人口、人の移動、産業構造等の要因もあると思われますが、早くから先進国並みの低蔓延状態を達成している地域では保健担当者、
健診体制と医療体制のネットワークが上手く働いているように思われます。
２０２５年度の静岡市保健所主催の結核コホート検討会においても７０歳代以上の高齢者層と２０歳代の青年層に患者登録が集積して
患者年齢層が二極分化している状況が報告されました。
高齢者層は青年期に結核感染の既往がある方が高齢になって抵抗力減弱、低栄養状態等の要因で発病に至ったと思料されますが、
青年層はその殆どが外国出生者であることが特徴であり、これは全国に共通してみられる現象であることは令和７年度結核予防全国大
会においても報告されています。また高齢者の場合、約７０%は通院中に判明しており、健診での発見例は少数であることも全国共通
の現象です。我が国では全国民保険診療が１９６０年代から普及しており、自覚症状の有無に係らず胸部 X線撮影を実施することが多
いためと思料されますが、疾病があっても通院履歴の無い方や施設通所をされている方等は、胸部 X線撮影の機会に恵まれず病状が
進行していたという事例があるという報告も同コホート検討会では指摘されています。
静岡市の２０２５年１０月の集団感染は入国間もない２０歳代青年が感染源でしたが、１２年ほど前２０１４年に発生した集団感染は市内
大規模施設内でみられたということでした。このように狭い空間で共同生活をしているところでは、一度大量排菌者が発生すると周辺の
人々の健康に甚大な健康被害をもたらすことから対象者は必ず年１回健診を受けて頂き、管理者は健診機関、学校医や産業医、保健
所との連携を密にとって頂きたく存じます。

公益財団法人静岡県結核予防会　診療所所長　大滝　光生

胃部検診車両更新のお知らせ
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巻頭言

結核予防会では、結核を中心とした胸の病気をなくし
て、健康で明るい社会をつくるための「複十字シール運動」
を実施し、募金活動を行うとともに病気への理解を広め、
予防の大切さを伝えています。
「複十字シール募金」の活動は、結核予防会並びに各
都道府県の結核予防会支部を窓口として行われています。

お預かりした募金は、結核や
肺がん・COPD（慢性閉塞性肺
疾患）などの胸の病気の普及啓
発、全国の結核予防団体の事業
支援、開発途上国の結核対策支
援、結核等の調査研究の活動に
大切に活用させていただいていま
す。
  令和７年度も、皆様のあたた

かい善意にささえられ大きな実績
を得ることができました。心から
感謝申し上げますとともに、今後
も変わりないご協力をお願いいた
します。

総務課　大澤

題字：田中　隆（元当会職員）　富士山写真提供 : 静岡県観光協会

令和７年６月３０日に胃部検診車の納車日を無事迎えることが出来ました。この日を迎える
にあたり関係各所の皆様にはご支援、ご協力を賜り心より感謝いたします。
今回更新した検診車は、地域の皆さまがより身近に、より安心して胃がん検診を受けられ

るよう設計された移動型の医療設備です。最新のデジタルX 線装置を搭載しており、高精細
な画像により早期の異常も見逃さない精度の高い検査が可能で病院と同等の検査品質をそ
のまま地域へ届けます。さらに、車内は清潔で明るい快適な検査環境が整えられ、スムーズ
に検査を受けられるようレイアウトにも細やかな配慮が施されています。
また、地域に寄り添う移動型サービスとして、職場や地域の会場へ直接訪問できるため、

忙しい方や高齢の方でも無理なく受診できます。検査後の画像確認や診断はデジタル化によ
り迅速に提供され、受診者の負担を最小限に抑えます。
胃部検診車は、地域の健康づくりを支える頼もしい存在として、誰もが安心して検診を受

けられる環境を実現します。


